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研究者 (1) 教養教育

担 当 科 目 化学Ⅰ / 化学Ⅱ / 化学実験 / 教養ゼミⅠ / 教養ゼミⅡ / 化学演習 / 生物物理化学１
専 門 分 野 有機化学

論文・報告

「ポリインポルフィリンの合成と物性に関する研究」（学位論文）
“Synthesis and Intramolecular Electron- and Energy-Transfer Reactions of Polyyne- or Polyene-Bridged 
Diporphyrins”J. Org. Chem.,（1995）

“Photosensitizing Properties of Diazaporphyrin Derivatives for Singlet Oxygen Generation”Chemistry 
Letters,（2005）

“Enhancement of External Quantum Efficiency of Red PhosphorescentOrganic Light-Emitting Devices 
with Facially Encumbered and Bulky Pt（Ⅱ）Porphyrins”Advanced Functional Materials,（2006）

“Development and characterization of a pressure-sensitive luminescent coating based on Pt（II）
-porphyrin self-assembled monolayers”Measurement Science and Technology,（2015）

所 属 学 会 日本化学会（昭 58.10 ～）/ 米国化学会（1991.10 ～）/ 有機合成化学協会（平 6.7 ～）
現在の研究課題

１．ジアザポルフィリン類の合成と物性に関する研究
　DVD や青色レーザーによる光学式記録材料の高密度化に伴いそこに使用される色素の性能がますます重要になっ
てきています。我々はジアザポルフィリンという化合物においてその光化学的特性を制御し新規な光機能性化合物を
探索するとともに高感度記録や表示用色素の開発を目指しています。

２．有機光機能性化合物の合成と光化学に関する研究
　外界の環境変化に対し光化学的な物性が変化する物質の開発は超分子や生化学光関連化学の発展に大きく寄与する
ものと考えられます。我々は光励起エネルギー移動の研究から共役三重結合系を含むアントリルエチニルサリチルア
ルデヒド誘導体がけい光発光において著しい溶媒効果をうけまた金属イオンの添加によってそれぞれに固有のスペク
トル変化を示すなど光化学的に興味ある物性を有することを見出しその光化学について検討を行っています。また白
金ポルフィリン錯体を用いて外部環境に応じて発光挙動が変化する材料の合成・開発を行っています。こうした光応
答性材料とそれらの光化学的な物性を測定することによって外部環境によって光応答性が変化する新規光機能性物質
の探索と構築を行っています。

共同研究キーワード
　構造有機化学 / 有機光化学
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准教授
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（1962生）
理学博士
（京都大学・平２）

京都大学理学部卒（昭 59.3）/ 京都大学大学院理学研究科化学専攻博士後期
課程満期退学（平元 .3）/ 京都大学理学部研修員（平元 .4 ～ 2.3）/ 京都大学
教養部非常勤講師（平元 .4 ～ 2.3）/ 富山県立大学工学部助手（平 2.4 ～ 6.9）
/ 富山県立大学工学部講師（平 6.10 ～ 9.3）/ 富山県立大学工学部助教授（平
9.4 ～ 19.3）/ 同大学准教授（平 19.4 ～　学校教育法改正による職名変更）

■経   歴

担 当 科 目 物理学 I・II/ 教養ゼミ I・II/ 数学物理学演習 I・II/ 物理学実験
専 門 分 野 固体物理 / 磁性 / 低温物性 / 超音波物理

論文・報告

「動的平均場理論による周期的アンダーソン・ホルスタイン模型の研究－カゴ状物質におけるラットリング
と重い電子状態－」（学位論文）
"Cooperative Effect of Coulomb Interaction and Electron–Phonon Coupling on the Heavy Fermion State in 
the Two-Orbital Periodic Anderson Model", J. Phys. Soc. Jpn. （2010）.
"Elastic Softening of Surface Acoustic Wave Caused by Vacancy Orbital in Silicon Wafer", J. Phys. Soc. Jpn. 

（2014）.
"Critical Slowing Down of Quadrupole and Hexadecapole Orderings in Iron Pnictide Superconductor", J. 
Phys. Soc. Jpn. （2017）.

特 許 「シリコンウェーハ中の原子空孔濃度の絶対値の決定方法」（特許第 6244833 号）
所 属 学 会 日本物理学会（平 16.1 ～）
学会委員等 日本物理学会領域 10 フォノン分野領域運営委員（平 23.5 ～ 24.3）

学 外 活 動
Physica C, Top Cited Article 2005-2010 （2010）, 
Journal of Physical Society of Japan, Papers of Editors' Choice （2011）, 
Journal of Physical Society of Japan, Highly Cited Article （2013）

現在の研究課題
磁性、重い電子状態、ラットリング、原子空孔、四極子秩序、超伝導などの強相関電子系において特徴的な物性を理

論の立場から研究している。
１．希土類化合物における強相関電子状態
２．シリコン原子空孔軌道の量子状態
３．鉄系超伝導体における超伝導と同時に出現する強電気 16 極子秩序

共同研究キーワード
　強相関電子系 / 磁性 / 低温物理 / 超音波物理
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（新潟大学・平 20）

新潟大学理学部物理学科卒（平 15.3）新潟大学大学院自然科学研究科物質
基礎科学専攻博士前期課程修了（平 17.3）新潟大学大学院自然科学研究科
自然構造科学専攻博士後期課程修了（平 20.3）新潟大学自然科学研究科研
究員・特任助教（平 20.4 ～ 30.3）/ マックスプランク固体化学物理学研究
所（独）客員研究員（平 24.4 ～ 25.3）/ 富山県立大学工学部准教授（平 30.4 ～）

■経   歴


